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自己株式の取得に関するお知らせ
1. 自己株式の取得を行う理由　
機動的な資本政策などを遂行するため

2. 取得の内容
（1）取得する株式の種類 当社普通株式
（2）取得する株式の総数１億5,000万株（上限）
（発行済株式総数に対する割合2.20%）

（3）株式の取得価額の総額　1,000億円（上限）

新日鉄は、３月１日開催の取
締役会において、会社法第459
条第１項および新日鉄定款の定
めに基づき、自己株式を取得す
ることを決議した。

（4）取得する期間 2007年３月２日から
2007年９月28日まで

＜参考＞ 2007年1月31日時点の自己株式の保有
発行済株式総数（自己株式を除く）6,416,403,132株
自己株式数　　　　　　　　　　　 390,577,845株

台湾・中国鋼鉄と石炭コンビネーション輸送契約に合意
本合意は、日本から台湾に向

かう往航において、四国で船積
みされるCSC向け石灰石を輸
送、日本向けの復航でインドネ
シア・ベトナムなどの新日鉄向
け石炭を輸送することで、本船
の空船率を低減し、効率的な輸
送を実現するもの。

新日鉄と台湾・中国鋼鉄股价
有限公司（総経理：陳源成、以
下、CSC）は、新日鉄の連結子
会社である日鉄海運㈱との間
で、日鉄海運が保有する船舶を
活用した、コンビネーション輸
送（共同配船）を実施すること
で合意に達した。

＜合意内容の概要＞
共同配船開始：2007年４月～
使 用 船 型 ：70千DWT型パナマックスバルカー
積荷/ 航路 ：（往航）石灰石/日本～台湾（CSC）

（復航）石炭/インドネシア・ベトナム～日本（新日鉄）

本田技研工業（株）より「2007優良感謝賞（品質部門）」を受賞
鋼板メーカーにも対象が拡大さ
れ、当社は初受賞となった。
本田からは「連続受賞される

よう頑張ってほしい」と期待が
寄せられた。名古屋および君津
製鉄所両所長より「引き続き本田

新日鉄は、本田技研工業㈱
（以下、本田）より、納入する鋼
材について「2007優良感謝賞
（品質部門）」を受賞し、２月28
日、君津製鉄所にて記念の盾を
贈呈された。同賞は2005年より

殿に信頼される品質確
保を目指します」と力
強いコメントがあった。

お問い合わせ先　
総務部総務グループ　TEL 03-3275-5178

九州地区で個人株主向けIR―説明会・製鉄所見学会実施
けられた。株主からは「現場を
見て感動した。“新日鉄”を理解
する良い機会」「今後とも同様の
株主向け企画を継続して欲しい」
などの感想が寄せられた。
今後も新日鉄では、株主との

コミュニケーションの充実を図
っていく機会として、経営概況
説明会や製鉄所見学会を、全国
各地域で順次開催する予定。

２月に、九州地区において２
回にわたって個人株主を対象と
した経営概況説明会と八幡・大
分製鉄所見学会を実施した。
説明会には、熱心な株主が多

数参加され盛況となった。続く
製鉄所見学では、好天にも恵ま
れ、高炉を背景に記念撮影する
ご家族連れや、厚板工場（大分）
と熱延工場（八幡）での迫力あ
る圧延の様子に見入る姿が見受

「チタン製段付き本瓦葺き屋根および鬼瓦（浅草寺宝蔵門）」が大谷美術館賞を受賞
客の安全性確保等の理由から、
軽量で耐久性に優れる「新しい
素材」チタンが、本瓦屋根とし
ては初めて採用された。
新日鉄は、素材の立場から本

瓦葺き用には良加工性軟質材を、
鬼瓦用には加工性の極めて優れ
た「Super-Pureflex®」を供給し、
また、チタン材の表面には、日
本瓦の風合いを持つ「アルミナ

新日鉄、清水建設㈱、㈱カナ
メ、ルーフシステム㈱、㈱響コ
ーポレーションが共同で開発し
た「チタン製段付き本瓦葺き屋
根および鬼瓦（浅草寺宝蔵門）」
が平成18年度大谷美術館賞を受
賞し、３月10日に表彰式が行わ
れた。
現在進められている浅草寺宝

蔵門の改修では、耐震性や参拝

ブラスト仕上げ」を
採用。今回の受賞は、
加工性に優れ、独特
の表面性状を持つチ
タンにより、これま
で不可能とされてい
た本瓦の意匠性を実
現できたことが評価
された。

（左）二村名古屋製鉄所長
（中）本田北條執行役員
（右）中村君津製鉄所長

3月号　NIPPON STEEL GROUP CLIPで誤りがありました。お詫びの上、訂正いたします。
「新日鉄エンジニアリング（株）複雑な地形にも対応可能な最終処分場の軽量屋根を開発」
×鹿島（株）→〇鹿島建設（株）

お問い合わせ先　技術開発研究所建設・鋼構造技術室

×TEL 03-3275-6111  →〇TEL 03-3275-5337 

「新日鉄エンジニアリング（株）中国酒泉鋼鉄向け溶融亜鉛めっき設備を受注」
お問い合わせ先　新日鉄エンジニアリング　総務部広報室

×TEL 03-3275-6111  →〇TEL 03-3275-6030 

大分製鉄所での概要説明 八幡製鉄所での高炉見学

お問い合わせ先　
総務部広報センター　TEL 03-3275-5021

お問い合わせ先　
総務部広報センター　TEL 03-3275-5021



新日鉄発信のプレスリリースは、ホームページ www.nsc.co.jp に全文が掲載されていますのでご参照ください。�
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19～21日 紀尾井人形邦楽館【邦楽】 秋元松代作　北越誌
構成・演出：大間知靖子
音　　楽：本條秀太郎
出　　演：藤村志保、佐々木敏、磯西真喜ほか
人　　形：田中純、結城一糸、結城民子ほか
演　　奏：本條秀太郎、本條秀五郎、本條秀吾ほか

29日 紀尾井の室内楽 vol.1
ペーター・レーゼルピアノ・リサイタル
出　　演： ペーター・レーゼル（Pf）
曲　　目： ハイドン「ピアノ・ソナタ第52番変ホ長調Hob.ⅩⅤⅠ,52」、

ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ第32番ハ短調op.111」、
シューベルト「ピアノ・ソナタ第21番変ロ長調D960」

4月主催公演から http://www.kioi-hall.or.jp（財）新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先：紀尾井ホールチケットセンター　TEL 03-3237-0061 〈受付10時～18時 日・祝休〉

（株）新日鉄都市開発　室蘭に大型商業施設『MORUE（モルエ）中島』をオープン
の西部地域）で最大となる、大
型核店舗をモールで結び広域集
客が可能なクロスバリュー型商
業施設。「SUPER ARCS」（生鮮
食料品）を核店舗として19店舗
を集約した大型モールに加え、
「ファッションセンターしまむ
ら」（衣料品）、「スーパースポー

㈱新日鉄都市開発は、新日鉄
が所有する北海道室蘭市のグラ
ウンド用地において大型商業施
設の開発を進めており、2007年
４月中旬にグランドオープンす
る予定。
新施設『MORUE中島』は、

西胆振（北海道西部・胆振地方

ツゼビオ」（スポーツ
用品・用具）、「TSU-
TAYA」（CD・DVD
等レンタル・販売）、
「MAXデンコードー」
（家電量販店）などの
専門店７店舗が出店
する。

千速 晃 代表取締役会長
「お別れの会」

さる１月22日にご逝去された、
故千速 晃 代表取締役会長の「お
別れの会」が、３月５日、東京・
ホテルニューオータニで執り行わ
れました。

お問い合わせ先
㈱新日鉄都市開発 室蘭支店 TEL 0143-44-5373

日鉄運輸（株）LNGタンクローリー輸送を拡大
2002年に北九州エル・エヌ・ジ
ー・ローリー販売㈱の営業開始
と同時にタンクローリー輸送を
始め、昨年12月から新たに熊本
県のガス会社の工場向けにも輸
送を開始するなど、２月末現在、
需要家は９社に達している。
国内有数のLNG輸送事業所に
成長した同社物流事業部は、輸

日鉄運輸㈱は、LNG（液化天
然ガス）輸送用のコンテナ型タ
ンクローリーの所有台数を14台
に拡充し、業界最大級の輸送体
制を整えた。
LNGは、近年、クリーンエネ
ルギーとして最も注目され、エ
ネルギー原料をLNGに切り替え
る企業が増加している。同社は、

送量増大への対応策
として、運行管理の
強化、乗務員の専門
教育、積込・荷卸作
業の改善などを積極
的に行い、万全な安
全・安定供給体制を
整えている。

『鉄の未来が見える本』が好評―増刷決定、累計1万部超に
行部数は１万部を超える見込み。
『鉄の未来が見える本』は日本
実業出版社の「Visual Engineer-
ing図解〇〇がわかる」シリーズ
の最新刊で、2004年11月に発行

本誌に連載の「モノづくりの
原点－科学の世界」シリーズを
再編集して、１月に発行された
『鉄の未来が見える本』は大変好
評で、３月に第２刷を発行、発

した『鉄と鉄鋼がわかる本』の
第２巻にあたる。

お問い合わせ先　
日鉄運輸㈱ 総務部総務グループ

TEL 093-663-5500

昨年10月に7台一括導入されたタンクローリー

お問い合わせ先
総務部広報センター
TEL 03-3275-5016

当日は生前を偲ぶ映像が上映さ
れ、紀尾井シンフォニエッタ東京
による弦楽四重奏の献奏の中、政
財界や取引先首脳など約３千人が
献花されました。

本書は全国の
主要書店にて
購入できます　

定価1,890円
（税込み）

新日鉄住金ステンレス（株）、商品紹介ホームページを刷新
お客様とのコンタクト情報を始
めとする市場情報の社内共有化
と対応のスピードアップを狙っ
た「S-CS」システムの運用を開
始した。
さらにホームページでの商品
紹介も、具体的な用途例を充実

新日鉄住金ステンレス㈱
（NSSC）は、技術面から営業活
動をサポートするためのシステ
ム、ソフト面の充実・整備を行
った。技術営業のバックアップ
を行うソリューション技術営業
支援ツール「S-GET」のほか、

させるとともに、知りたい情報
や欲しい商品を対話形式で検索
できる内容構成に刷新した。

お問い合わせ先
新日鉄住金ステンレス㈱ 企画部

TEL 03-3276-4800

商品紹介URL: 
http://www5.mediagalaxy.co.jp/

nssc/products/index.html
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